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 本博士論文は，レスリングのタックルの前に行う「崩し動作」の効果を明らかにすること

と組手における上肢の役割を検討することを目的とした研究である．本学位論文は５章から

構成されている．第１章は研究の背景と目的を述べ，第２章は試合分析から上肢の崩し動作

とタックル成功率の関係を示し，第３章は実験によりレスリング選手の上肢機能の特異性を

明らかにし，第４章は上肢の役割について検討し，第５章は総括論議として上の３課題の結

論，および今後の課題と展望について述べた． 

 

【第1章:緒言】 

レスリングにおいてタックルは最も基本的かつ重要なスキルである.これまでにタックル

に着目した様々な研究が行われてきたが，タックルの前に行う「崩し動作」に着目した研究

は行われておらず，その効果については明らかにされていない.レスリングにおいて上肢は重

要な役割を果たすと考えられるものの，その役割については明確にされていない.  

以上の背景を踏まえ，本研究では，実際の試合映像から崩し動作の効果を明らかにするこ

とを目的とした.また，長期間の運動経験により変化する伸張反射に着目し，レスリング選手

の上肢伸張反射特性がどのような特性を持つかを検討した.  

 

【第2章:タックル前の崩し動作がタックルの成功率と得点獲得率に与える影響】 

男子フリースタイルの国際大会計57試合を対象に，タックルの前に崩し動作を行った場合

と行わなかった場合で，タックルの成功率とタックルによる得点率がどのように変化するか

を調査した.タックルの前に崩し動作を行った場合，崩し動作を行わなかったときと比較して，

タックルの成功率と得点率が有意に高いことが明らかとなった.従って，タックル前の崩し動

作はタックルの成功率と得点獲得率の向上に寄与することが明らかとなった. 

 

【第3章:レスリング選手の上肢伸張反射特性】 

レスリング経験を5年以上有する右構えのレスリング選手10名とコントロール群(健常成

人男性)11名を対象とし，右手の上腕二頭筋と上腕三頭筋の伸張反射特性を比較した.伸展外



乱セッションでは，上腕二頭筋を予備収縮した状態から肘関節伸展外乱を加えた.被験者は伸

展外乱を感じると，予備収縮していた上腕二頭筋をリラックスするか，屈曲するかの課題を

ランダム順序で30回ずつ行った.屈曲外乱セッションにおいても，外乱に対して上腕三頭筋を

リラックス，もしくは伸展させた.上腕三頭筋リラックス課題において，レスリング群はコン

トロール群に比べ有意に小さい反射応答を示した.一方，伸展課題では，レスリング群はコン

トロール群に比べ有意に大きい反応を示した.上腕二頭筋については，どの反射成分にも有意

な差は見られなかった.本研究からレスリング選手は上腕三頭筋において特異的な伸張反射

応答を示し，課題に応じて反射応答を調節している可能性が示唆された. 

 

【第4章:上肢の使い方に関するアンケート調査】 

大学生男子レスリング選手110名を対象に上肢の使い方に関するアンケート調査を実施し

た.競技力，相手に近い手と相手から遠い手の使い方，それぞれの手の使い方に関するイメー

ジに関する質問を行った.それぞれの手の使い方に関して，競技力による差は見られなかった.

競技力の程度にかかわらず，相手に近い手は「押し込む動作」を，相手から遠い手は「引き

付ける動作」を重要視していることが明らかとなった.また，自由記述回答からは，前述の動

作に関する記述に加えて，相手に近い手では「相手の動きを感知する」役割を示唆する記述

が多く見られた.従って，相手に近い手は「押し込むこと」と「相手の動きを感知する」役割

を，相手から遠い手は「相手を引き付ける」役割を担っている可能性が示唆された. 

 

【第5章:総括論議】 

本論文では，崩し動作の効果を明らかにすることと組手における上肢の役割を検討するこ

とを目的とした.その結果，相手を崩す際には，まず相手を押し込むことが大事である.相手

の押し返しに合わせて力を抜いたり，引手で引き込むことで相手の体勢がより大きく崩れる

と考えられる.第3章と第4章の結果を踏まえると，相手に近い手は，相手を押し込む，相手の

押し返しや反発を感知する，相手の押し返しに合わせて力を抜いて相手を崩す，相手の接近

を防ぐ役割を担い，相手から遠い手は相手を引き付ける役割を担うことが示唆された.指導者

や選手は崩し動作の重要性と各手が持つ役割を理解したうえで，組手の中で崩し動作を行い，

タックルを仕掛けるまでの一連の流れを指導または練習することが重要である. 

 

本学位申請論文は，レスリング選手特有の上肢の運動特性を発見した独創的な研究であり，

スポーツ動作の技術解明という点でコーチング研究領域の論文としての価値が認められる．

この研究内容は高度な専門的知識に基づいた本研究科入学後の研究成果であり，学術的意義

及び社会的便益を持つものである．これらのことから，本博士論文が博士(スポーツ科学)の

学位を授与するに十分値するものと認める。 
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